
??代Mflt~j】
EDUCATIONAL PUBLIC OPINION h仕p目ffwww.kyoiku-shiryo.co.jp

祉会教育宜が学び含ラ
コミュ=ティーに

一般社団法人日本社会教育士会代表理事平井康章⑤

「こども宋来戦略方針」を踏まえた学校
給食に関する実態調査の結果について
一一一文部科学省

惨2潮流
社会教育士が学び合うコミュニティーに
平井康章(一般社団法人日本社会教育士会代表理事)②

惨5解説・ニュースの焦点
0地域教員希望枠を活用した教員養成大学
などの機能強化で21件選定
0いじめ重大事態調査のガイドライン改訂で
素案
編集部

応対のへ
集
一鵬
特
司
8
F
部

h
F
翻
鱒

惨14校長講話
「やりたいこと」が見つからない生徒のために
関根都夫(埼玉県立浦和高等学校元校長、埼玉県教育委員会元教育長)

惨16実践!校長塾
不易を基本に流行を取り入れる②
長島田鶴子(千葉県・木更津市立清川中学校校長)

惨19資料
「こども未来戦略方針」を踏まえた学校給食に
関する実態調査の結果について
文部科学省

惨35教育問題法律相談
力スタマーハラスメン卜と公務災害認定
三坂彰彦(弁護士)

惨36学習指導要領のイデアを実践する
「次期教育振興基本計画」から考える⑬
玉置崇(岐阜聖徳学園大学教育学部教授)

惨38私たち、子どもの全力サ;K-ター!
差別や偏見は構造の申に
立崎愛枝(公認心理師)

CONTENTS 
惨40地方議会から(注目の質問ダイジzスト)
特別支援教育③
編集部

惨42変わる教育委員会
みんなで育てる有田市の子ども
~有田市のコミュニティ・スクール~②
中西朋子(和歌山県・有田市教育委員会教育総務課統括指導主事)

砂

惨44現場仕込みのメンタルケア論
#名前の付かない教育活動
川上康則(東京都・杉並区立済美養護学校主任教諭、
立教大学兼任講師)

惨46こう進める!保護者・家庭との連携
保護者トラブルの解決を支援
文科省の新事業の目的と課題
長島ともこ(フリーライター・エディター)

惨47BOOK 
『実験の民主主義
トクヴィルの思想からデジタル、ファンダムヘ』

『捨てられる教師 AIに駆逐される教師、生き残る教師』

惨48自著を語る
『なぜ東大は男だらけなのか』
矢口祐人(東京大学大学院総合文化研究科教授)

惨51データで見る教育
公立学校教員の職名別・年齢別給与試算
(令和5年度)など

惨52マイオピニオン
給特法は「定額働かせ放題」か
菱村幸彦(国立教育政策研究所名誉所員)



社会教育士が学び合う
コミュニティーに
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社
会
教
育
士
と
は
ど
の
よ
う
な
方
を
指
す
の

で
し
ょ
う
か
。

平
井
社
会
教
育
士
は
、
平
成
初
年
の
社
会
教
育

主
事
講
習
等
規
定
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
令
和
2

年
度
以
降
の
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
社
会
教

育
主
事
講
習
ま
た
は
大
学
な
ど
の
社
会
教
育
主
事
養

成
課
程
の
修
了
者
に
対
し
て
付
与
さ
れ
る
称
号
の
こ

と
で
す
。
文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
令
和
5

年
度
末
ま
で
に
累
計
で
7
0
4
7
人
(
令
和
5
年
度

は
2
5
2
1
人
)
に
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

|
|
令
和
2
(
2
0
2
0
)
年
に
日
本
社
会
教
育

士
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

平
井
社
会
教
育
士
が
生
ま
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に

合
わ
せ
て
、
そ
の
受
け
皿
と
な
る
会
と
し
て
設
立
し

た
も
の
で
、
社
会
教
育
士
自
身
が
専
門
職
の
職
能
集

団
と
し
て
会
を
運
営
し
、
会
員
の
力
量
向
上
の
た
め

の
研
修
や
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
会
員
相
互
の

情
報
交
換
を
行
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
社
会
教
育

士
の
地
位
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

|
|
社
会
教
育
の
専
門
家
と
い
う
と
、
一
般
に
は

社
会
教
育
主
事
と
い
う
職
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、

ど
う
遣
う
の
で
し
ょ
う
か
。
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平
井
社
会
教
育
主
事
は
、
社
会
教
育
法
に
基
づ

い
て
教
育
委
員
会
に
置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
専
門

的
職
員
の
こ
と
で
す
。
社
会
教
育
主
事
に
な
る
に
は
、

大
学
な
ど
の
社
会
教
育
主
事
養
成
課
程
で
の
必
要
単

位
修
得
や
国
や
都
道
府
県
が
実
施
す
る
社
会
教
育
主

事
講
習
の
受
講
の
他
に
、
一
定
期
間
の
経
験
年
数
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
の
発
令
が
必
要
な

「
職
」
で
す
。
な
お
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
学
校

の
管
理
職
に
な
る
前
に
、
教
師
に
社
会
教
育
の
分
野

の
経
験
を
さ
せ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

社
会
教
育
主
事
は
、
学
習
の
主
体
で
あ
る
地
域
の

住
民
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
目
立
た
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
法
令
上
は
設
置
の
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、

任
意
設
置
を
求
め
る
首
長
も
あ
り
、
全
国
的
に
は
都

道
府
県
や
市
区
町
村
の
教
育
委
員
会
で
の
職
員
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
ロ

こ
れ
に
対
し
て
、
社
会
教
育
士
は
、
社
会
教
育
主

事
養
成
課
程
の
必
要
単
位
を
修
得
し
た
時
点
で
霞
ち

に
「
社
会
教
育
土
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
・

N
P
O団
体
や
企
業
、
行
政
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
か
ら
地
域
の
教
育
や
福
祉
、
防
災
、
環
境
、

地
場
産
業
な
ど
の
領
域
で
、
人
身
の
学
び
の
支
援
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
人
づ
く
り
や
地
域
づ
く

り
に
関
わ
る
役
割
を
担
う
も
の
で
、
受
講
者
数
も
増

え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
令
和
2
年
度
以
降
は
、
社
会
教
育
主
事
講

習
・
養
成
課
程
に
「
生
涯
学
習
支
援
論
」
と
「
社
会

教
育
経
営
論
」
の
2
科
目
が
新
設
さ
れ
た
ほ
か
、
社

会
教
育
主
事
養
成
課
程
に
お
い
て
「
社
会
教
育
実
習
」

が
必
修
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
専
門
職
と
し
て
の
力
量
形
成
を
サ
ポ
ー
ト

l
i日
本
社
会
教
育
士
会
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

平
井
活
動
方
針
と
し
て
は
、
①
専
門
職
と
し
て

の
社
会
教
育
土
の
力
量
形
成
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
③
関
係
情
報
の
収
集
・
発
信
④
調
査
研
究
の
推
進

ー
ー
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
力
量
形
成

を
目
指
し
た
研
修
会
の
実
施
、
研
修
会
の
質
の
向
上

を
目
的
に
し
た
研
究
会
、
社
会
教
育
士
制
度
の
今
後

の
展
望
な
ど
を
テ
1
7
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講

演
会
の
開
催
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
1
の
発
行
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
土
に
な
り
た
て
の
方
も
、
会
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
し
く
社
会
教
育
士
に
な
っ
た

ば
か
り
の
方
た
ち
で
運
営
す
る
交
流
会
な
ど
の
活
動

も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

|
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社
会
教
育
士
に
な
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方

法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
井
養
成
課
程
の
あ
る
大
学
で
必
要
な
単
位
数

を
取
得
す
る
か
、
社
会
教
育
主
事
講
習
を
受
講
す
る

と
社
会
教
育
土
の
称
号
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

教
員
養
成
系
の
大
学
な
ど
で
は
社
会
教
育
の
職
員

養
成
の
課
程
を
設
げ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
が
、
社

会
人
の
場
合
は
、
休
職
し
て
ま
で
大
学
に
通
う
の
は

難
し
く
、
大
学
通
信
教
育
課
程
を
選
択
し
た
り
、
夏

季
な
ど
に
短
期
集
中
的
に
闘
議
さ
れ
る
社
会
教
育
主

事
講
習
を
受
講
す
る
ケ
I
ス
が
多
い
と
言
え
ま
す
。

講
習
は
以
前
よ
り
も
必
要
な
単
位
数
は
少
し
減
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
ぬ
数
日
、
夏
休
み
な
ど
に
一
緒

に
学
ん
だ
人
た
ち
で
す
か
ら
、
そ
の
期
間
に
知
り
合

い
に
な
っ
た
人
同
士
の
人
脈
は
貴
重
で
す
。

残
念
な
が
ら
都
市
部
な
ど
一
部
の
地
域
を
除
く
と
、

社
会
教
育
主
事
は
自
治
体
を
超
え
た
横
の
連
携
や
つ

な
が
り
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
社

会
教
育
土
に
な
る
た
め
の
学
び
を
通
し
て
、
培
っ
た

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

|
|
社
会
教
育
士
に
な
っ
た
方
が
活
躍
で
き
る
場

を
つ
く
る
と
と
が
大
切
と
い
う
わ
防
で
す
ね
@

平
井
社
会
教
育
主
事
が
「
職
」
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
社
会
教
育
土
は
「
称
号
」
で
す
か
ら
、
具
体

的
な
仕
事
や
活
動
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
社
会
教
育
に
つ
い
て
勉
強

し
て
、
社
会
教
育
土
に
な
っ
た
人
が
互
い
に
情
報
を

交
換
し
て
、
よ
り
専
門
家
と
し
て
の
職
能
を
高
め
て

い
け
る
よ
う
な
関
係
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

3 



ま
す
。な
お
、
日
本
社
会
教
育
士
会
は
あ
く
ま
で
当
事
者

で
あ
る
社
会
教
育
土
の
方
た
ち
に
よ
る
組
織
で
す
が
、

発
足
時
点
で
は
社
会
教
育
土
の
誕
生
前
で
し
た
の
で
、

大
学
な
ど
で
社
会
教
育
主
事
の
養
成
課
程
を
担
当
し

て
い
る
教
員
や
、
教
育
委
員
会
の
社
会
教
育
主
事
が

設
立
時
の
役
職
を
担
当
し
ま
し
た
。
発
足
5
年
後
以

降
は
、
会
の
代
表
も
含
め
て
、
社
会
教
育
士
の
み
で

運
営
す
る
体
制
に
な
る
予
定
で
す
。

社
会
教
育
人
材
の
拡
大
で
中
教
審
も
議
論

|
|
文
部
科
学
省
が
設
置
し
て
い
る
中
央
教
育
審

議
会
の
生
涯
学
習
分
科
会
で
も
、
社
会
教
育
人
材
部

会
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

平
井
社
会
教
育
と
い
う
と
、
公
民
館
や
青
少
年

教
育
施
設
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
で
の
活
動
の
イ
メ

ー
ジ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
は
、
学
校
で

の
地
域
学
校
協
働
活
動
の
ほ
か
、

N
P
O
や
民
間
企

業
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
、
首
長
部
局
な
ど
の
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
振
興
、
観
光
や
防
災
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
な
ど
、
多
様
な
分
野
で
多
彩
な
人

材
が
、
人
づ
く
り
や
つ
な
が
り
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
な
ど
で
活
動
の
場
を
広
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
背
景
も
あ
っ
て
、
本
来
は
社
会
教
育
主
事
を
養

成
す
る
た
め
の
主
事
講
習
な
ど
で
定
員
に
余
裕
が
あ

る
場
合
は
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
多
様
な
人
材
が

専
門
性
を
高
め
る
た
め
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
中
央
教
育
審
議
会
の
社
会
教
育
人
材
部

会
で
も
、
社
会
教
育
主
事
講
習
の
定
員
拡
大
、
受
講

者
の
ニ

1
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
受
講
形
態
の
提
供
、

社
会
教
育
士
の
活
躍
事
例
の
収
集
や
ロ

1
モ
デ
ル
の

提
示
、
社
会
教
育
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
、

養
成
や
活
躍
促
進
の
た
め
の
改
善
策
を
議
論
し
て
い

ま
す
。|
|
社
会
教
育
主
事
講
習
な
ど
に
『
生
涯
学
習
支

援
論
」
が
新
設
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ

う
な
内
容
で
し
ょ
う
か
。

平
井
例
え
ば
、
「
フ
ァ
シ
リ
テ

1
シ
ョ
ン
能
力
」

な
ど
も
生
涯
学
習
支
援
に
お
い
て
重
要
な
資
質
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校
の
関
係
者

に
と
っ
て
も
、
探
究
な
ど
、
児
童
生
徒
が
主
体
に
な

っ
て
学
習
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
に
、
教
師
が
学
習

支
援
を
す
る
場
合
な
ど
に
応
用
で
き
る
考
え
方
だ
と

思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
話
し
合
い
を
さ
せ
る
こ

と
を
中
心
に
し
た
授
業
で
も
、
教
師
主
導
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
活
動
へ
の
意
欲
や
自
発
性
を
引
き
出
し
な

が
ら
意
識
や
行
動
の
変
化
を
促
す
こ
と
で
、
学
び
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学

校
教
育
も
、
今
、
学
び
へ
の
支
援
の
在
り
方
が
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
社
会
教
育
の
分
野
で
は
、
も

と
も
と
先
生
と
生
徒
と
い
う
上
下
関
係
で
は
な
く
て
、

互
い
に
学
び
合
う
こ
と
が
ベ

1
ス
で
す
か
ら
、
自
然

に
探
究
的
な
学
び
に
つ
な
げ
や
す
い
と
い
う
面
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
の
分
野
で
は
、
現
実
の
問
題
を

取
り
上
げ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
答
え
が

明
確
で
は
な
い
こ
と
を
学
習
者
が
探
究
し
て
い
け
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
す
の
で
、
そ

う
し
た
ス
タ
イ
ル
を
学
校
教
育
に
も
生
か
せ
る
部
分

が
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
所
属
し
て
い
る
創
価
大
学
の
通
信
教
育
学
部

で
は
、
中
高
年
の
受
講
者
も
多
く
、
自
分
の
専
門
や

得
意
な
こ
と
を
生
か
し
て
、
地
域
で
貢
献
し
た
い
と

考
え
る
方
も
い
ま
す
。
社
会
教
育
士
と
い
う
称
号
は
、

そ
う
し
た
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
前
向
き
に
考
え

る
際
に
、
励
み
の
一
つ
に
も
な
り
ま
す
。

地
域
社
会
で
自
分
の
専
門
性
や
得
意
な
こ
と
を
生

か
す
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
を
持
つ
社
会
教
育

土
と
の
連
携
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
学
校
教
育
に
と

っ
て
も
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
の

活
動
に
つ
い
て
、
注
目
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す。一
般
社
団
法
人
日
本
社
会
教
育
土
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